
１　市場動向の概要

　（１）野菜

　　　　７月と８月の実績

上旬 中旬

入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比

（ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％）

総数 132,277 102 201 89 42,716 104 180 94 38,966 101 204 98

国外産野菜総数 4,050 111 207 88 1,426 121 208 83 1,125 100 259 96

だいこん 9,972 96 83 114 3,073 82 63 130 3,036 104 90 123

4 50 82 108 1 50 66 67 1 92 69 116

トマト 9,691 118 257 99 4,073 124 164 75 3,006 71 210 160

365 102 298 105 76 70 214 90 46 54 242 132

きゅうり 9,085 116 164 65 2,848 98 166 117 2,655 118 214 70

407 94 142 61 74 73 143 116 80 110 194 66

なす 5,221 128 183 51 1,857 114 142 65 1,742 155 133 51

13 132 162 55 8 87 116 80 7 77 105 58

とうもろこし 4,332 118 175 77 1,372 157 150 61 1,205 116 136 85

2 83 115 41 1 52 143 65 0 5 77 42

ねぎ 4,297 93 224 94 1,383 104 245 130 1,262 102 282 95

4 100 182 170 16 93 264 172 26 104 291 97

かぼちゃ 3,170 97 153 81 1,212 96 125 90 1,131 95 109 103

142 102 141 79 46 105 97 73 25 123 82 85

ピーマン 2,659 108 159 57 625 109 172 72 748 113 168 83

2 74 264 84 0 24 208 78 1 20 249 117

えだまめ 1,951 103 689 107 722 89 585 126 594 99 732 146

41 143 1,058 110 81 85 902 137 125 148 894 138

レイシ（にがうり） 1,245 168 200 48 278 91 150 61 215 96 189 94

0 583 63 36 0 - 72 - 0 - 150 -

ブロッコリー 1,114 93 280 88 319 97 245 77 281 95 260 86

0 97 464 153 - - - - - - - -

メークイン 1,067 112 100 64 455 138 90 81 241 86 125 122

9 69 98 70 1 1,220 132 148 - - - -

ミニトマト 1,035 117 478 95 367 116 317 73 312 90 343 116

37 70 518 100 9 52 347 89 8 58 347 121

ながいも 1,023 91 400 114 298 86 411 119 257 92 413 119

0 - 389 - - - - - - - - -

とうがん 807 111 92 75 267 129 80 76 207 119 77 77

1 3,250 93 77 0 85 141 134 0 - 124 -

こまつ菜 771 105 247 81 197 73 277 153 202 89 312 123

0 26 93 59 0 4 158 163 0 140 182 227

オクラ 757 174 481 54 200 111 329 52 144 102 590 95

1 132 476 50 1 108 435 73 3 213 499 76

セルリー 756 94 221 99 217 92 281 151 226 91 260 134

0 - 218 - - - - - 0 - 263 -

にら 754 86 394 125 233 97 352 140 207 100 536 97

88 96 379 122 12 62 387 154 14 52 492 97

いんげん 735 84 483 92 242 60 433 146 190 78 546 143

3 61 374 88 0 9 379 177 0 4 283 99

ながなす 721 120 143 44 217 108 104 57 183 175 102 42

1 71 165 43 0 30 208 84 0 34 158 79
下段の太字は山形県産取扱実績 赤字は全体の単価を下回り、青字は上回ったもの
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７月の取扱実績（計） ８月の旬別取扱実績



（９月の野菜の見通し）
区
分

入荷量（ｔ） キロ当たり単価（円） 山形県産前年実績 コメント

品
目 前年実績

前年比見
込（％）

5ヵ年平均 前年実績
前年比見
込（％）

5ヵ年平均
前年入荷
量(t)
前年占有
率（％）

だいこん 13,922 95 14,081 87 115 103 2 －

北海道産中心（約７割）に、青森県産が続く。北海
道を中心とした主産地では、高温・干ばつによる生
育停滞や虫害による品質低下等がみられ、入荷量
は前年をやや下回り、価格は前年を上回る見込
み。

にんじん 7,595 98 7,964 68 130 112 － －

北海道産中心の入荷で全体の約９割を占める。高
温、干ばつの影響でやや肥大不足ではあるが、品
質は良好。入荷量はほぼ前年並、価格は安値の前
年を大幅に上回る見込み。

かぶ 1,468 85 1,176 128 120 159 － －

千葉県産、青森県産中心の入荷で全体の約８割を
占める。作柄は概ね平年並。高温、干ばつによる
生育停滞がみられ入荷量は、豊作であった前年を
下回り、価格は前年並を上回る見込み。

はくさい 7,812 100 9,345 93 80 93 － －

長野県産中心（約８割）の入荷となる。　高温、干ば
つの影響によりやや小玉傾向であるが、生育は概
ね順調。入荷量は前年並、価格は需要低迷・品質
不良により低迷しており前年を下回る見込み。

ほうれんそう 1,284 100 1,220 675 105 758 1 0.1
岩手県、群馬県産が市況をリードする。高温の影
響により生育遅延がみられる。入荷量は前年並、
価格は前年をやや上回る見込み。

キャベツ類 14,599 100 14,694 97 90 88 1 －

群馬県産中心（約７割）の入荷となる。群馬県嬬恋
産は、盆明け後、生育適温まで気温が低下してお
り、やや小玉傾向ではあるものの、生育、品質とも
に概ね良好。入荷量は前年並、価格は前年をやや
下回る見込み。

ねぎ 4,933 90 4,921 204 120 291 204 4.1

青森、茨城県産中心に、関東、東北各産地が出揃
う。干ばつによる生育遅延は回復傾向にあったが、
東北産地を中心とした台風の被害により、入荷量
は前年をやや下回り、価格は前年をやや上回る見
込み。

にら 808 95 806 396 105 469 67 8.4

栃木県、茨城県が市況をリードする。主産地では、
高温、干ばつ及び虫害の影響で作柄はやや不良。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前年をやや上
回る見込み。

アスパラガス 495 100 526 786 100 746 － －

福島県、長崎県、佐賀県産が市況をリードする。干
ばつ、台風などの影響により、全国的に作柄はや
や不良。面積は増加傾向にあるものの入荷量、価
格とも前年並の見込み。

レタス類 8,472 100 8,021 155 100 196 － －
長野県産中心（約８割）の入荷となる。盆明け後、
生育適温まで気温が低下しており、大玉傾向で品
質も良好。入荷量、価格とも前年並の見込み。

きゅうり 8,170 100 8,595 252 100 258 232 2.8

福島県産中心（４割）に、岩手県、埼玉県、茨城県
産が続き市況をリードする。東北露地ものは、高
温、干ばつの影響で切り上がりが早く、成り疲れに
より品質が低下。入荷量・価格とも冷夏で少なかっ
た前年とほぼ同程度の見込み。

なす 4,798 100 4,724 234 100 258 － －

栃木県、群馬県、埼玉県等の関東産地が市況を
リードする。干ばつによる樹勢低下が懸念された
が、８月に入り回復してきており、着果、果実肥大と
もに概ね良好。入荷量・価格とも前年並の見込み。

トマト 10,711 97 9,859 185 135 270 125 1.2

青森県、福島県等の東北産地に、千葉県、茨城県
を中心とした関東産の入荷が始まり市況をリードす
る。開花期の高温の影響で着果不良、小玉傾向。
入荷量は前年をやや下回り、価格は暴落した前年
を上回る見込み。

ピーマン 2,316 100 2,329 225 95 233 － －
茨城県産（約４割）、岩手県産（約３割）が市況を
リードする。作柄は概ね良好。入荷量は前年並、価
格は前年をやや下回る見込み。

えだまめ 959 95 996 900 105 706 273 28.5

群馬県、山形県、秋田県産が市況をリードする。昨
年は開花時の天候不順で不作であったが、今年も
台風の影響が懸念される。入荷量は前年をやや下
回り、価格は前年をやや上回る見込み。

ばれいしょ 7,193 98 8,231 101 95 96 － －
北海道産中心（約９割）の入荷となる。干ばつの影
響でやや小玉傾向となっている。入荷量は前年
並、価格は前年をやや下回る見込み。

さといも 1,726 95 1,731 192 110 223 － －

千葉県産（約７割）が市況をリードする。作柄は平
年並みであるが、作付面積が減少傾向にあるた
め、入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を上
回る見込み。

たまねぎ 11,192 100 11,077 77 100 70 － －
北海道産（約７割）が市況をリードする。干ばつ等
の影響でやや小玉傾向ではあるが、品質は良好。
入荷量・価格とも前年並の見込み。

食用ぎく 35 100 47 1,147 100 1,144 28 78.7
山形県産（約８割）が市況をリードする。高温の影
響はあるものの作柄はほぼ平年並み。入荷量、価
格とも前年並の見込み。

－　２　－
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☆ えだまめ
（１） ８月の販売状況

８月は、ブランド産地を抱える群馬、山形、新潟産が市況をリードした。全国的に作付

は拡大傾向にあるが、今年は、干ばつや台風、大雨の影響で、作柄はやや不良、品質

の格差が目立った。全般的に入荷量は前年並～前年をやや下回った。価格は、猛暑で

ビール消費とともに需要が伸びたこと、また、ブランド産地を中心とした良食味茶豆の増

加等により、価格は前年を大幅に上回った。
東京都中央卸売市場扱い。※

※ 平年は平成 年から１ 年までの平均値。平年単価は５カ年単価の単純平均。11 5

晩生種出荷開始 山形産「秘伝豆」！（２） ９月の見通し

群馬と山形で入荷量の５割を占める。晩生種が出回り始めるが、盆以降、気温も生育適

温まで低下してきており、関東産の作柄は概ね良好である。東北産は台風１５号の影響に

より、生産量は前年をやや下回る見込み。今後も、台風による被害が懸念されるが、現在

のところ、入荷量は前年をやや下回り、価格は前年をやや上回る見込み。

上旬     入荷量： 722ｔ （前年比 89 ） 価格： 585円/ｋｇ （前年比 126 ）
中旬     入荷量： 594ｔ （前年比 99 ） 価格： 732円/ｋｇ （前年比 146 ）

えだまめの市場動向
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入荷量 価　　格 旬別相場予想推移
910ｔ 945円/ｋｇ 上旬
前年比　95% 前年比　105% 中旬
平年比　91% 平年比　134% 下旬

主な生産県の入荷見込み（ ９ 月　）
県名 前年 前年シェア 前年比入荷 作　柄　概　況

入荷量（ｔ） （％） 見込（％）

山 形 県 273 28.5% 97%

群 馬 県 233 24.3% 100%

晩生種については、８月中旬以降気温が下がり概ね
良好な生育であったが、台風１５号の被害により、収
穫量は前年を下回る見込み。

全体的に高温で経過していることから、生育は７日程
度進んでいる。生育は概ね順調で入荷量は前年並の
見込み。


